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これは, 2025 年 8 月 31 日から 9 月 3 日にかけて行われた「第 29 回数物セミナー」でおこなった [1] のリ
レーセミナーとその事後ゼミで, 私が理解した範囲で Grothendieck topos について入門する前提となる話を
まとめたものである.

1 前提知識
• 圏論の基礎
• 位相空間論の初歩
• 多様体論の初歩

2 アブストラクト
私は Grothendieck topos への造詣は深くないが, 私のすぐ後に講演されるサクラ (@1997_takahashi)氏が

非常に詳しいので, 彼の講演を補完する形で, 私が知っている範囲で Grothendieck topos について入門する前
提となる話をしたい.

Grothendieck topos とは, 次のように定義される概念である。

定義 2.1 (Grothendieck topos) C を small な圏, J を C 上の Grothendieck 位相とする. このと
き, Grothendieck topos とは, ある site (C, J) 上の層の圏 Sh(C, J) に圏同値となる圏のことである.

この定義を理解するためには, 層, Grothendieck 位相, site などいくつかの前提知識が必要であることがわ
かる. そこで, まずは位相空間上の層の理論を概観し, 次に Grothendieck 位相と site の概念を導入し, 最後に
Grothendieck topos の定義に至るまでの道筋を説明する.
まず, 位相空間上の層についてであるが, 層とは, 位相空間上のいい関数によって定義される関手である。い

い関数とは, 例えば, 連続関数や微分可能関数や多項式関数などによって定義される。連続関数によって定義さ
れる層は位相多様体となり, 微分可能関数によって定義される層は可微分多様体となり, 多項式関数によって定
義される層は代数多様体となる。このように, 層は位相空間上の関数の性質を反映した重要な概念であり, 基本
的な幾何学的対象の一般化となっている。
次に, Grothendieck 位相と site の概念についてであるが, Grothendieck 位相とは, 圏 C 上のいい coverings

によって定義される位相であり, site とは, 圏 C とその上の Grothendieck 位相 J の組 (C, J) のことである。
Grothendieck 位相は, 位相空間上の開集合の概念を一般化したものであり, site は, 位相空間上の開集合系を
一般化したものである。有名なものとしては, Zariski site, エタール site, Nisnevich site などがある。
これらは, 20世紀後半以降の数学において非常に重要な役割を果たしており, 代数幾何, 数論幾何 などの分

野で必要不可欠な道具となっている。そのため, この講演が, Grothendieck topos の理解の一助, そして現代
数学への志す人々の助けとなれば幸いである。
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